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Ⅰ．はじめに──研究の必然性──
　モーツアルトの生まれ育ったザルツブルグには，1775年にコロレド大司教が購入したスクエ
ア・ピアノ（ツヴァイブリュッケンの楽器製作家バウマン製作）が入るまでフォルテピアノが
あったという記録はほとんどなく，そのため彼はチェンバロとクラヴィコード，オルガンで鍵
盤教育を受けて育った。モーツアルトが質の良いフォルテピアノに出会ったのは1777年10月に
アウクスブルグの楽器製作家シュタインの工房を訪れた時がはじめてである。高価なシュタイ
ンの楽器は，当時のモーツアルト一家にとって手の届くものではなかった。すでに21歳になっ
ていたモーツアルトは，その後，フォルテピアノの奏法に磨きをかけ，25歳のときにはクラ
ヴィーア奏者としてウィーンの社交界に登場する。
　最初のうちは，シュタインのフォルテピアノを貴族から借りて演奏会に臨んだが，ついには
自分の楽器としてヴァルター製作のフォルテピアノを持つことができた。モーツアルトは，そ
の楽器に本体よりも大きい足鍵盤を製作してもらい，自作の演奏会で低音を付加して効果を大
いに上げた。
　明るく軽いシュタインのピアノの音色に比べ，ヴァルターのピアノは暗く重量感のある音色
をもっており，その後のモーツアルトの作風に大いに影響を及ぼすところとなる。足鍵盤の使
用法については現存する資料も少なく，どのように効果的であったかさえも謎に包まれている。
　クリストフォリが1700年にフォルテピアノを発明し，その後，彼の仕事を引き継ぐ者が出ず，
フォルテピアノは一時は存亡の危機にあったが，ジルバーマンによって再び製作されるように
なった。その後，ズンペによるスクエア・ピアノの大量生産で人々の家庭にも普及し始め，シュ
タイン等の優れた製作家によって，グランド型ピアノのアクションにも改良が加えられはじめ
た。丁度その頃に，モーツアルトが成人を迎えクラヴィーア奏者として登場するのである。彼
が残したピアノ・ソナタ，ピアノ協奏曲，幻想曲，室内楽等のピアノ作品には，年ごとや地域
ごとに新しく改良されて変容していくフォルテピアノへの熱い視線が込められているに違いな
い。それはベートーヴェンやハイドンのピアノ作品においても同様である。
　現代のハイテク楽器として定まった形のピアノに慣れてしまうことは，彼等の作品を演奏す
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る際には大変に危険なことで，作曲家にインスピレーションをあたえ続けた当時のフォルテピ
アノの変遷を可能な限り詳細にたどり，想像することでイメージをふくらませ，作品の魅力を
新たに掘り起こさなくてはならない。
Ⅱ．クリストフォリによって発明されたフォルテピアノのその後──独，英，オー
ストリアでの発展と普及
　クリストフォリ（B.Cristofori　1655〜1731　伊）の後継者は，彼の周辺であるイタリアに
は現れなかった。ただ，彼が生涯に残した20台の楽器の一部がスペイン，ポルトガル，英国，
ドイツに持ち出されて多くのレプリカが作成されたことや，マッフェイ（S.Maffei）がクリス
トフォリ製作のフォルテピアノに関する紹介論文を1711年に著したことなどで，ヨーロッパ各
地で関心を集めてはいた。その中で，当時のフォルテピアノの発展と普及に貢献した楽器製作
家について述べてみたい。
１）ザクセンのG.ジルバーマン（Gottfreid Silbermann 1683-1753　独）
　ザクセンのオルガン建造家G.ジルバーマンは鍵盤付きパンタレオン（演奏会用大型ダ
ルシマー）の開発を手掛けていたが，マッフェイの紹介論文が1725年に独訳されたことも
あり，1730年ころからクリストフォリとそっくりなアクションのフォルテピアノを製作し
始めた。その時代の彼の楽器は，タッチも重く高音が弱いなど，本家のクリストフォリの
楽器に劣るものであったが，その後，ドイツに運び込まれたクリストフォリの楽器に実際
に触れる機会を得たと予想され，1745年頃には大いに改良を重ねた優れた楽器を製作する
ようになり評判を呼んだ。彼のお蔭で，存亡の危機にあったフォルテピアノが息を吹き返
すことになる。彼の現存する楽器は３台で，そのうち２台はフリードリヒ大王が注文した
品である。そのため，大王につかえたC.P.E.バッハがこの楽器を演奏することになり，息
子を訪問した晩年のJ.S.バッハが1745年製作の楽器に大いに満足したことは有名な話であ
る。
　彼のピアノの特徴として，象牙を取り付けた板を振動している弦に近づけ，弦に雑音を
出させることでチェンバロのような効果をねらったチェンバロ・レジスターを持つことや，
パンタレオンの効果をねらった上下の手動式ダンパーペダルをもつことが挙げられる。ジ
ルバーマンの工房では，ピラミッド・ピアノと呼ばれるアップライト型ピアノを開発した
フリーデリーツィや，後にモーツアルトと大きくかかわることになるシュタインも修行を
積んだ。ジルバーマンは，イタリアの発明を遠くドイツの地で受け継ぎ，フォルテピアノ
の存亡の危機を救ったことや，シュタイン等の高名な弟子を輩出したことで，ピアノの発
展に大きく貢献した製作家である。
２）ロンドンのＪ.ズンペ（Johannes Zumpe 1735-90　英）
　また，18世紀後半には産業革命などで英国に権力と富が集中しはじめ，ヨーロッパに対
11
する影響力を増してきた。ドイツ
からも多くの職人がロンドンに渡
ることになり，その中に家具職人
から楽器製作家になったJ.ズンペ
がいた。彼は1750年代後半にイギ
リスに渡り，61年には自分の工房
をロンドンに構え，66年には自ら
が開発したスクエア・ピアノを1779年までの13年間にわたり，毎年約50台を製作した。美
しいマホガニー材を使用した低価格の小型ピアノは人気を集め，史上初めての大量生産の
ラインにのせたピアノと言うこともできる。当時の上流社会では，夕食後のひと時をピア
ノを囲んで歌を楽しむことが普通であったため，これまでのスピネット（小型のチェンバ
ロ）などに代わってピアノが広く普及していった。ズンペのピアノにはエスケープメント，
中間レバー，バックチェックは無く，クリストフォリのアクションを基礎にしたものでは
ないが，シュトスメヒャーニック（「突き上げアクション」）という点では共通で，微妙な
ニュアンスに富んだ音色であった（図１）。
３）アウクスブルグのJ.A.シュタイン（Johann Andreas Stein,1728-92　独）
　J.A.シュタインはこれまでのピアノに大幅な改良を加え，
「ウィーン式跳ね上げアクション」を完成させた。モーツアル
トは1777年10月，マンハイム・パリ旅行の途中で彼の工房を
訪問した際，その優れたピアノに大いに感銘を受けた。それ
以降のモーツアルトは，クラヴィーア奏者としてもシュタイ
ンの楽器に深くかかわることになる。次に，シュタインのフォ
ルテピアノについて述べてみたい。
Ⅲ．シュタインの「ウィーン式跳ね上げアクション」
　鍵盤楽器製作家ヨハン・アンドレアス・シュタインは，1748〜49年にかけてストラスブー
ルのジルバーマンの工房でオルガン建造の修業をし，1750年にアウクスブルグにやってきた。
1755年には代表作品となる跣足協会のオルガンを建造し，同協会のオルガニストを任じられて
いる。娘，息子，孫へとピアノつくりが受け継がれ，ピアノつくり家系のパイオニアと言うこ
とができる。彼の製作過程は３期に分けられる。
１）シュタインの１〜３期の製作の特徴
　クラヴィーア奏者でもあった彼は，フォルテピアノ製作にも情熱をもって取り組み，現
存するピアノは17台とされている。
【第１期】〜1777年：跳ね上げアクションの開発
図１．ズンペのスクウェア・ピアノのアクションⅰ
図２．シュタインの肖像ⅱ
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ジルバーマンの工房で，すでに
クリストフォリのアクションを
知っていたシュタインは，中間
レバーの存在が鍵盤の動きを
重くしていると考えて取り除
き，エスケープンメントに改良
を加えて，それまで上向きの力
でハンマーが打弦していた「突
き上げアクション（シュトスメ
ヒャーニク，stossmechanicⅲ）」
を，下向きの力で打弦する「跳ね上げアクション（ツークメヒャーニク，zugmechanicⅳ）」
に改良した。ヴェローナに現存するシュタイン製作のヴィザヴィ（1777年製作	Vis	à	vis）
にそのアクションの形があり，図３では鍵盤の支点が最後尾にあることが見て取れる。そ
の他の楽器の詳細としては，裸の木のハンマーヘッド，弱音効果の毛織物の布（モデラー
ト），３つの膝レバー（ダンパー，モデラート，シフト），F1〜 f3の音域, ２本弦（２重弦），
等々の特徴がある。
【第２期】1777〜83年：ウィーン式跳ね上げアクションの完成
「プレルツンゲンメヒャーニク，Prellzungenmechanik（独）」，又は，「プレルメヒャーニ
クPrellmechanik（独））ⅵ」とも呼ばれる。ハンマーの向きが鍵盤に対して逆向きになる（図
４）。ダンパー・レバーとエスケープメント・レバーが無くなり，ビークと呼ばれるハン
マーの最後尾が，下向きの力に働くエスケープメントに引っかかり，ハンマーが弾むよう
に跳ね上がる。このことにより，
より軽く俊敏なタッチ（打弦）
が得られるようになった。その
他の楽器の詳細としては，皮貼
りでシリンダー状，且つ音域に
よる質量の変化を伴うハンマー
ヘッド，高音に３重弦，等々の
特徴がある。
【第３期】1783年以降：アクショ
ンは第２期と同じ。その他の楽
器の詳細としては，２重弦に戻
る，等々の特徴がある。
以上が１〜３期のまとめだが，
その他の大きな特徴として，２
図３．シュタインのヴィザヴィのアクションⅴ
図５．シュタイン、第2期のピアノの内部構造ⅷ
図４．シュタインの第２期のアクションⅶ
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代，３代と続くシュタイン一族のフォルテピア
ノにはバックチェックが取り付けられておら
ず，２度打ちさせやすくなっていることがある。
つまり，強い打鍵を嫌う機構をあえて製作し，
柔らかなころがるようなタッチの音楽のための
楽器として製作されているⅸ。
２）モーツアルトによるシュタイン・ピアノの印象
　1777年10月17日付の父レオポルド・モーツアル
トへ宛てた有名な手紙に，シュタインのピアノ工
房を訪れ，初めて彼のピアノに触れたモーツア
ルトの印象が詳しく述べられている。「これまで
南独レーゲンスブルグのピアノ製作者シュペー
トのクラヴィーアを一番気に入っていましたが，
今ではシュタインのほうがまさっていると言わざ
るを得ません。このほうが，ずっとダンパーの抑えがきくからです。強く叩くと，指をのせ
ておこうと離そうと，鳴らした瞬間にその音は消えてしまいます。〜中略〜彼の楽器が他
と比べて特にまさっている点は，エスケープメント（Escapement（英）　Ausloser（独）ⅹ）
が付けられていることです。これがなければ，ピアノフォルテのハンマーが引っかかったり
跳ね返ったり（カタカタしたり，余韻が残ったりするのを）するのを防ぐことができません。
あの人のハンマーは，鍵盤を叩くと，それをそのまま押さえていようと放そうと，ハンマー
が弦を叩いたその瞬間に落下して（もとの位置に）戻ります。ⅺ」
　シュタインのフォルテピアノがモーツアルトに与えた印象は大きく，彼はこの地で自分
のソナタを何度も演奏している。特に，K.284のソナタは，シュタインの楽器だと他とは
比較にならないほどよく響くと伝えている。
Ⅳ．モーツアルト所有のヴァルター・ピアノ
　G.A.ヴァルター（Gabriel	Anton	Walter,1752-1826)は，当時の
ウィーンを代表する優れた製作家であった。モーツアルトは1782
〜83年にかけてウィーンでヴァルター製作のピアノ（1871年頃製
作の中古品）を購入する。自身で所有する初めてのピアノである。
　　
１）　現代のヴァルター・ピアノ（レプリカ）について
　現在，モーツアルトの作品のフォルテピアノでの演奏や録
音ではヴァルター・ピアノのレプリカを使用することが多い
図６．シュタインの第3期のピアノⅻ
図7．ヴァルターの肖像
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が（彼の現存するピアノは18台），それは彼の
1800年以降に製作したピアノのレプリカがほ
とんどである。これらのピアノは，モーツア
ルトが購入した1781年ころのピアノとは，同
じ製作家とはいえ，まったく性能が異なるも
のである。彼の妻コンスタンツェは，夫の死
後18年目に夫の楽器をヴァルターによって大
幅に改修しており，モーツアルトが演奏した
当時の様子を，現在では知ることができない。
そのため，多くの資料や現存する他の楽器か
ら，モーツアルトの使用した当時の楽器の研
究が進められている。次に，モーツアルトが
使用したヴァルター・ピアノの特徴を具体的
に述べてみたい。
２）モーツアルトのヴァルターピアノの特徴
①高音域と低音域にわかれた２つの手動式ダ
ンパー・ペダルをもつが，モーツアルトの
要望で膝ペダルに改修された可能性もあ
る。
②アクションは基本的にシュタインのウィー
ン式跳ね上げアクションであるが，バック
チェックの有無は不明で，更に1809年の改
修前は，エスケープメントが付いていな
いプレルメヒャーニクのアクションであっ
た可能性もある（図11.）。ヴァルターが彼
独自のアクションを開発したのは1790年
以降のことであり，1782〜83年の時点で
は「木製のカプセルをもつ２本のアクショ
ン（ウィーン技術博物館とポーランドで所
蔵）」が，1781年当時のピアノを知る研究
資料として注目されている。
③アイゼンシュタットのハイドン博物館（ブ
ルゲンラント州立博物館）が所有するヴァ
ルター・ピアノは，モーツアルトの兄弟楽
器（同時に並べて製作された楽器）で（図９）
図８．モーツアルトのヴァルター・ピア
ノⅹⅲ
図10．モーツアルトのペダル付きヴァ
ルター・ピアノの想像図ⅹⅴ
図９．アイゼンシュタットのヴァル
ター・ピアノの内部構造ⅹⅳ
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シュタインに較べてより頑丈
になっている。
④モーツアルトは，本体よりも
約60cmも大きい足鍵盤を注文
して製作させた。K.466の公開
演奏（1785年）で既に使用さ
れた記録があり，その自筆譜
には足鍵盤用の低い音符が記
されている。渡邊順生は「こ
のデモーニッシュで父を思わず戦慄せしめた協奏曲のあちこちで，モーツアルトが臨機
応変にペダル（足鍵盤）を頻用していたとしたら，この作品の姿は，われわれが聴き慣
れているものとはずいぶん違うものであったことだろう」と，その著書で述べているⅹⅵ。
Ⅴ．まとめ——モーツアルトとクラヴィーア——
　現代の私たちの知るモーツアルトは作曲家以外の何者でもないが，当時のウィーンの人々に
とってのモーツアルトは，流行の最先端の楽器，つまり華やかなフォルテピアノの奏者として
輝かしい存在であったろう。望む職にはつけなかったが，ピアニストとして演奏会を開催し，
レスナーとして弟子をとり，音楽家として身を立てたのである。しかし，そのモーツアルトが
フォルテピアノの真価を知ったのが21歳の成人後であった事実は重要である。それまでの彼は，
チェンバロ，クラヴィコード，オルガン，タンゲンテンフリューゲルなどの鍵盤楽器を演奏し
ていた。多くの土地を旅行し，さまざまな楽器に触れていただけに，新しく登場したフォルテ
ピアノの魅力や可能性を素早く見抜き，その特徴を生かすピアノ曲の数々を残した。モーツア
ルトの作品はシュタインのピアノで一層，優雅さと華やかさを増し，ヴァルターの深みのある
音色を得たことで，ロマン派に通じる劇的な表現の幅は一層広がりを見せた。それらの優れた
作品が，今度は楽器製作家を刺激し，更なる改良へと駆り立てていったのであろう。作曲家と
楽器製作家との刺激し合う関係は，ベートーヴェンの時代へと引き継がれていく。
ⅰ　渡邊順生著『チェンバロ，フォルテピアノ』（東京書籍，2000年９月）528頁。チェンバロ
製作家・柴田雄康氏によって描かれた。以後，同書引用によるアクションの図は，すべて同
氏による。
ⅱ　小倉貴久子著『ピアノの歴史』（河出書房新社，2009年３月，35頁）29頁。
ⅲ　Stossmechanik：イタリア，イギリスなどにおいて用いられたアクションの方式。クリス
トフォリによって最初に考案され，鍵盤外に設置されたレールに取り付けられたハンマーを，
図11．製作者不詳の1785年頃のウィーンのピアノ
（シュトスメヒャーニク）ⅹⅶ
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鍵盤上のジャックなどが下から上向きの力で突き上げることにより回転させて打弦するアク
ション。「突き上げアクション」と訳される。
ⅳ　Zugmechanik：シュトスメヒャーニクとプレルメヒャーニクの中間に位置すると言える
アクションの方式。鍵盤外に設置されたレールに取り付けられたハンマーを，各鍵盤に取り
付けられたエスケープメントが下向きの力で引っ張り（引っ掛け），回転させて打弦するア
クション。「跳ね上げアクション」と訳される。
ⅴ　渡邊順生著『チェンバロ，フォルテピアノ』（東京書籍，2000年９月）551頁。
ⅵ　Prellmechanik：南ドイツ，及びオーストリアにおいて用いられたアクションの方式。ハ
ンマーヘッドが奏者に向けて設置され，ハンマーの後端を下向きの力で引っ掛け，弾ませる
ことによりハンマーヘッドを跳ね上げる機構のアクションで，Prellzungenmechanikも同義
語に用いられる場合が多い。「ウィーン式跳ね上げアクション」と訳される。
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